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給食でのアレルギー問題を解決するための
献立管理・注意喚起システムの構築

西川 智佳1,a) 早川 知道1,b) 伊藤 孝行1,c)

概要：近年，食物アレルギーを持つ子どもが増加している．そこで，学校で配膳される給食はアレルギー
に対応した献立を調理している．しかし，献立の食材確認やアレルギーを該当する生徒の確認など，アレ
ルギー対応に関わる作業が増えるにもかかわらず，栄養士が手作業で確認を行っており，仕事負担が増大
しているという問題点がある．手作業であることから，見落としや漏れが発生してしまい，結果として誤
食につながるおそれも考えられる．そこで，栄養士の負担を削減し，安全で安心な給食を配膳することを
支援するために，献立管理および注意喚起を行うシステムを構築した [1]．本システムは生徒や献立に含ま
れる食材の情報をすべて管理できる．また，アレルギーが含まれている献立の時に，アレルギーが含まれ
ないように代替献立を考えるのだが，代替献立立案を支援するための代替献立使用食材を提案でき，栄養
士の作業負担を軽減することが考えられる [2]．登録されたすべての情報は献立確認画面で表示されるた
め，アレルギー食材の有無や配膳する献立の情報が簡単にわかるため，給食配膳やアレルギーを該当する
生徒の確認を支援できる．また，アレルギーが該当する生徒を自動で出力するため，作業負担およびミス
の削減ができる．そして，実際に給食センターで働く栄養士に本システムを利用していただいた．結果と
して，栄養士の負担を軽減でき，アレルギー食材誤食防止を支援できるとの評価をいただいた．今後の課
題として実用化を目指し，様々な給食センターでの連携およびシステムの調整を行う．

1. はじめに
多くの教育機関では，教育機関内まはた機関外に給食セ
ンターを設け，給食センターで給食の調理を行っている．
しかし，食物アレルギーを持つ子どもは，アレルギーの食
材が給食に含まれている場合，その給食を食べることがで
きない．食物アレルギーを持つ子どもは年々増加してお
り，小学校児童について約 5%ほどいる．9年前と比べて
約 2倍もの割合となっており，アレルギーを持つ子どもへ
のアレルギー対応を行った給食の配膳に注意が向けられて
いる [3][4]．アレルギーを持つ子どもの割合は全体数から
見ると少ないため，アレルギーを持った子どもへの対応と
して給食の配膳ではなく，弁当持参の対応ですませている
教育機関がある．だが，弁当持参だと公平性が欠けてしま
うという問題点が挙げられる．アレルギーを持つ子どもの
ために，アレルギーを含まず新たな料理として調理する対
応献立を配膳することが呼びかけられている．アレルギー
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食材を除いた除去食や他の献立を提供する対応食を提供す
ることで，アレルギーを持っている子どもも平等に給食を
喫食できる．しかし現状として，アレルギーを持つ少数の
子どものために新たな発注および調理することに消極的に
なっている教育機関がある [5][6]．まが，実際の現場では対
応献立を配膳しているにもかかわらず，子どもが誤ってア
レルギー食材を含む献立を食べてしまい，症状が出てしま
う事故が発生している．アナフィラキシーショックなどの
症状が出ると，最悪の場合死に至ることがある．そこで，
給食でのアレルギー食材誤食防止を支援するための給食の
管理やアレルギー情報の確認を行うソフトウェアも開発さ
れており様々な教育機関が利用しているが，代替食の管理
が不十分であるものが多く，手作業をせざるをえない環境
が問題点として挙げられる [7]．手作業を行う内容として，
献立にアレルギーが含まれているかどうか，該当する生徒
が誰かといった項目である．これらの項目は，ミスを起こ
しては行けないものである．もしミスをしてしまえば，誤
食を引き起こしてしまう原因になってしまう．そこで，栄
養士は手作業で何度も何度も確認をしなくてはいけないと
いう手間が増えてしまう．
　そこで，アレルギー事故の防止を支援し，通常献立から
代替献立まで管理できる献立管理する機能と，生徒に注意
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喚起を行う機能を備えたシステムを構築する．本システム
では，給食の献立に含まれる食材や加工食品のアレルギー
情報を管理することができる．また，アレルギーを持つ子
どもへの対応として代替食品の管理および立案支援を行う
ことができる．代替献立を立案するときに，どのような食
材と分量を用いることで，栄養価を損なうことがなく子ど
もに安全・安心な給食を配膳できることを支援する．なお，
本研究は認定NPO法人アレルギー支援ネットワーク，静岡
県袋井市教育委員会および袋井市立中部学校給食センター
と協働で行っている [8][9][10]．アレルギー支援ネットワー
クでは，アレルギー問題解決のために，行政や他の分野と
の協働・連帯・支援を行っている NPO法人である．袋井
市立中部学校給食センターは，幼稚園，小学校，そして中
学校の子どもへの献立を調理する大規模な給食センターで
ある．特に，アレルギー対応に力を入れていることが特徴
である．アレルギーの子どもに給食を配膳するために，ア
レルギー専用の調理室があり対応を行う．アレルギー対応
として，卵・エビ・カニ・種実類・フルーツが含まれている
献立について，代替献立を立案し，調理そして配膳を行っ
ている．代替献立では，アレルギー食材を抜いて調理する
除去食と，アレルギー食材を抜き，新たに違う献立として
立案する代替食の二種類がある．栄養士は，アレルギー食
材が含まれている場合，毎回代替献立を立案し，レシピを
考えなければいけない．

2. 関連研究
給食管理ソフトにおける関連研究および関連システムに
ついて説明する．まずは，袋井市立中部学校給食センター
で利用しているカロリーメイクというシステムがある [12]．
カロリーメイクでは，給食管理や発注を行うことができる
システムである．袋井市の多くの給食センターで利用され
ている．しかし，代替献立の管理が不十分であったり，アレ
ルギーが該当する生徒の抽出ができないといった課題が挙
げられる．また，他の給食管理ソフトとして，わんぱくラ
ンチ，EIBUN，あんしん給食えびすを挙げる [13][14][15]．
わんぱくランチでは生徒の管理が不十分であるという問
題点がある．そして，EIBUNではアレルギーの対応が不
十分であるという問題点がある．あんしん給食えびすで
は，出力される帳票の内容が不十分であることや，複数の
グループ献立を管理することができないという問題点があ
る．また，どのシステムも代替献立の管理を行うことがで
きない．しかし，本システムではアレルギー対応と代替献
立の管理機能を強化している．アレルギーの対応をシステ
ムで行うことにより，手作業を減らすことができ，栄養士
の負担を軽減できると考えられる．また，給食管理ソフト
に関する研究について述べる．木村らは，学校給食アレル
ゲン情報提供方式の提案について述べている [16]．給食の
アレルギー情報を示すシステムを構築しており，アレルゲ

ンが含まれている場合，アレルギー情報をメールにて送信
することができる．しかし，献立情報を入力する際にミス
が発生してしまうおそれや，代替献立の管理ができないた
め，アレルギーを持つ子どもに不公平性を与えてしまうと
いう問題点が挙げられる．また，富士通株式会社が献立立
案方法および献立立案装置及びコンピュータプログラムに
ついて特許の出願を行っている [17]．献立の立案を行うシ
ステムのフローについての特許内容である．代替献立の管
理も行うことができる．しかし，現在はシステムとして構
築されていないことや，代替献立のリストから立案を行う
ため，代替献立立案時に自由性がないことが課題として挙
げられる．また，代替献立について栄養価が考慮されてい
ないことから，健康に害を及ぼす可能性がある．本システ
ムでは，現在用いている給食管理ソフトから食材情報を自
動で取得するという機能により，献立情報を入力する際の
ミスを軽減している．代替献立の管理を行うことができる
ため，全ての子どもらに公平に給食を配膳できるという特
長がある．様々な給食管理を行うソフトが流布されている
が，代替献立の管理を行うことができるシステムは少ない．
本システムでは，代替献立の管理と，代替献立立案を支援
するための使用食材提案を行うことができる．

3. 給食管理・注意喚起システム
3.1 システム構成
本システムの構成について説明する．図 1がシステム構
成を示す図である．まずは，予め生徒情報を入力する．生
徒情報として，生徒の所属情報およびアレルギーの有無を
入力する．次に，献立の情報を入力する．献立の登録方法
は二種類あり，献立に含まれる食材情報をそれぞれ入力す
る方法と，給食管理ソフトであるカロリーメイクのデータ
を読み込む方法がある．そして，登録された情報はレシピ
管理および献立管理することができる．なお，食材 DBに
は五訂増補日本食品標準成分表に基づいたすべての食材情
報が格納されている．食材名やその食材の栄養価情報が入
力されている [11]．献立と生徒のアレルギー情報をマッチ
ングさせることで，アレルギーを該当する生徒を出力する．
出力された情報は帳票として印刷することができ，担任
および父兄に配布することができる．また，献立にアレル
ギーが含まれている場合，代替献立を立案する．代替献立
食材提案機能を参考に，代替献立を立案し，管理する．こ
のように，アレルギーの対応を行い，給食の配膳を支援す
る．なお，システムはWebシステムとして実装している．
使用環境として，OSは Ubuntsu 14.04，言語は Rubyおよ
び JavaScript，データベースは mySQLを使用した．デー
タベースでは，生徒データや献立データを扱っている．
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図 1 システム構成図

3.2 システムフロー
本システムのフローについて説明する．図 2がシステム
フローを示す図である．図 2では従来の対応方法と比較し
ている．まず，加工食品を用いる場合，加工食品の詳細情
報を製造元から受け取る．従来の対応方法では，加工食品
に含まれている食材情報やアレルゲンの有無を目視で確認
を行っている．しかし，本システムでの対応は，加工食品
の情報を本システムで入力することによって管理を行う．
また，立案した献立情報について，従来の対応方法では，
カロリーメイクという給食管理ソフトを用いて献立情報を
登録する．その後，アレルギー食材を目視で確認，代替献
立情報を立案，手作業で管理，そして，アレルギー該当者
を手作業で確認するという流れであった．このように，手
作業および目視での確認が多いフローであるため，漏れや
ミスにつながってしまうことが考えられる．しかし，本シ
ステムではあらかじめ生徒の情報を入力し，献立情報を登
録する．そして，代替献立情報もシステムで管理を行う．
そのため，アレルギーを該当する生徒やアレルギーの食材
を自動で出力する．そのため，手作業や負担を軽減するこ
とができ，ミスを防ぐことができる．現在の給食管理ソフ
トでは，生徒情報と献立情報を一括で管理することができ
ない．そのため，生徒情報を手作業で確認をしなければい
けない．しかし，本システムでは，生徒情報と献立情報を
一括で管理することができるため，アレルギー情報のマッ
チングおよび該当者を出力できる．

3.3 システム概要
本システムは実際に給食センターで勤務している栄養士
からヒアリングを行い，システムの構成および構築を行っ
た．アレルギー対応に力を入れている袋井市立中部学校給
食センターで働く栄養士から話を聞くことで，アレルギー

図 2 システムフロー図

や代替献立を考慮した最適な給食管理システムの構築を目
指している．現場で実際に働く栄養士だから感じる現状で
の課題や，システムの機能・要件などをヒアリングするこ
とで，現場での課題解決ができる給食管理システムの構築
を行った．本システムは栄養士，教員，養護教諭，そして
管理者が利用することを想定しており，権限により利用で
きる機能が異なる．なお，養護教諭とは，教員の学年代表
のことを指す．機能は，献立の登録，生徒の登録，献立の
確認，生徒の確認，レシピ・加工食品の確認そして帳票の
印刷をすることができる．栄養士は献立の登録，献立の確
認，生徒の確認，レシピ・加工食品の確認，帳票の印刷を
行うことができる．教員は，献立の確認，生徒の確認を行
うことができる．養護教諭は，生徒の登録，献立の確認，
生徒の確認を行うことができる．管理者は，すべての機能
を利用することができる．
　認定 NPO法人アレルギー支援ネットワークに所属して
いる栄養士や，袋井市立中部学校給食センターの栄養士ら
とヒアリングを行い，システムの要求分析を行っている様
子を図 3に示す．栄養士から給食の管理方法や現状，課題
やアレルギー対応に関する意見をヒアリングしている．シ
ステムの機能およびインターフェイスを考え，実際の現場
で使いやすいシステムを実現するために取り組んでいる．
システムの構築を行い，栄養士に見せて確認および意見を
聞くことで，システムの改善を行うという，アジャイル開
発を行っている．

図 3 ヒアリングを行っている様子
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3.4 献立の登録
【通常献立の登録】
　献立の登録は，栄養士のみ利用できる機能であり，献立
に含まれる食材や加工食品の情報を登録することができ
る．予め食品成分表に基づいた食材のデータベースが構築
されており，そのデータベースにアレルギーの情報が格納
されている．献立の登録方法は二種類ある．第一に，加工
食品，レシピ，献立の情報をすべて登録する方法がある．
献立に含まれるすべての食材を一つ一つ入力することで，
献立の管理を行う．図 4に，レシピの登録画面を示す．レ
シピの登録情報として，レシピ名，レシピの分類，含まれ
る食材と含有量，含まれる加工食品と含有量を入力する．
すべてのレシピの情報を入力することで，一食分の献立情
報を登録することができる．第二に，現在袋井市立中部学
校給食センターが用いている給食管理ソフトから出力され
る帳票を用いた献立登録方法がある．栄養士にヒアリング
を行うと，”献立の情報を登録する際にミスが発生してし
まうと，全ての情報が誤りになってしまう．なるべく，ミ
スが起きずに入力の手間がかからないものが良い”との意
見をいただいた．そこで，現在栄養士が利用している”カ
ロリーメイク”という給食管理ソフトから出力された帳票
のデータを用いて，自動で含まれる食材名を含有量を表示
させることで，献立情報を登録する方法となっている．入
力時での漏れやミスを軽減できることができる利点が挙げ
られる．図 5に，帳票を用いた献立登録方法での登録画面
を示す．帳票に表示されているレシピ名や食材，そして一
人分量を表示している．栄養士は表示された食材名や分量
を確認しながら，献立の登録を行う．

【代替献立の登録】
　また，献立にアレルギーの食材が含まれている場合，給
食センターでは代替献立を立案しなければいけない．代替
献立とは，アレルギー食材を除いた対応食のことである．
袋井市立中部学校給食センターでは，卵・エビ・カニ・種
実類・フルーツが含まれている場合に代替献立の立案を行
う．そこで，本システムでは，袋井市立中部学校給食セン
ターの対応方法に倣い，卵・エビ・カニ・種実類・フルー
ツが含まれている献立について，代替献立の情報を登録で
き，管理することができる．現在，栄養士らは代替献立の
情報を手作業にて管理を行っている．通常の献立にアレル
ギー食材の有無を確認し，入っている場合代替献立の立案
を行う．そして，配膳する生徒の該当者の確認を行う．現
状として，これらの確認作業をほとんど手作業で行ってい
る．確認する内容が多く，ミスが発生しやすい環境だから
こそ，代替献立が管理できることは利点として挙げられ
る．また，代替献立ではアレルギー食材を欠如するため栄
養価が減ってしまうという問題点が考えられる．栄養価が
減ると，アレルギーを持つ子どもたちが，他の子どもたち

より栄養が偏ってしまう．そこで，本システムでは代替献
立立案時に，使用する食材の提案を二段階で行うことがで
きる．代替献立立案画面では，欠如する栄養価 (たんぱく
質・脂質・炭水化物)が表示される．また，欠如する栄養
価を補うことができる食材および分量を示している．提案
する食材は発注情報を考慮し，厚生労働省が定めている６
つの基礎食品群分類に基づき提案を行っている．そして，
分量では，児童が欠如しやすい栄養素であるたんぱく質を
充足できる目安量を示す．提案された食材および分量を参
考に，栄養士は代替献立の立案を行う．立案した代替献立
の情報を入力すると，実際に提案された代替献立と通常献
立との栄養価を比較し，不足している栄養価や補うことが
できる食材を再び提案する機能を搭載している．基礎食品
群において，たんぱく質は第一群と第二群，脂質は第六群，
炭水化物は第五群の食材に多く含まれている [18]．そこで，
発注情報を考慮して，不足する栄養価を補うことができる
食材を基礎食品群から選択し，提案を行う．食材の提案機
能を二段階で行うことにより，一段階目で立案した代替献
立の見直しを行うことができるため，栄養バランスを更に
考慮した代替献立立案を支援する機能となっている．図 6

は，一段階目の食材提案を行っている画面である．”五目
玉卵焼き”というレシピに卵のアレルゲンが含まれている
ことが示されている．そこで，卵は基礎食品群が 1群であ
ることから，1群に属している食材で，かつ同じ日に使用
されている食材を提案している．また，鶏卵が 30.0g含ま
れていることにより，たんぱく質が 3.69(g)欠如してしま
う．そこで，不足するたんぱく質量を補うことができる量
を提案している．これは，体をつくることに必要な三大栄
養素（たんぱく質・脂質・炭水化物）の中で，特にたんぱ
く質を摂取することが難しいという栄養士の意見からたん
ぱく質量に注目して，提案を行っている．提案する食材を
参考に，栄養士は代替献立のレシピを考案する．また，図
7は，二段階目の食材提案を行っている画面である．栄養
士が”五目卵焼き”の代替レシピとして”豆腐あんかけ”を提
案した．そして，右部にて通常レシピ（五目卵焼き）と代
替レシピ（豆腐あんかけ）との栄養価の比較を行っている．
たんぱく質，脂質，炭水化物どれも代替レシピだと不足す
ることから，それらの栄養価を補うことができる食材と食
材量を提案している．なお，提案する食材は該当する生徒
の他のアレルギー情報を考慮している．例えば，卵アレル
ギーに該当する生徒が他に持っているアレルギー食材を含
まないように，食材の提案を行っている．

3.5 献立の確認
献立の確認は，すべてのユーザが利用できる機能である．
どのような情報が表示されると献立情報を管理するときに
利便性があるか栄養士に聞き，献立の確認機能を構築した．
本システムでは，通常の献立，対応する献立と該当する生
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図 8 27 大アレルゲン有無の確認画面

図 9 対応献立の確認画面

図 10 対応献立と該当生徒の確認画面

図 11 通常献立と対応献立の食材差異確認画面

図 4 レシピの登録画面

図 5 帳票を用いた献立登録方法での登録画面

徒，27大アレルゲンの有無，通常の献立と対応献立での食
材の差異を確認できる．図 8は，27大アレルゲンの有無を
確認する画面である．アレルゲンで特に注目されている 27

つのものについて，各レシピの有無を確認できる．また，
栄養士の意見を元に，特に多くのレシピに含まれている大
豆と小麦については原因の食品が表示されるようになって
いる．図 9は通常献立にアレルギー食材含まれている場合
の対応方法を確認する画面である．袋井市立中部学校給食
センターが代替献立として対応しているアレルギー食材が

図 6 代替献立の食材提案画面 (一段階目)

図 7 代替献立の食材提案画面 (二段階目)
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含まれている場合，アレルギー食材が表示され，それぞれ
のレシピについて代替献立が提案されているかどうかを確
認できる．また，図 10は，代替献立と該当生徒の確認画面
である．代替献立がどのような対応を行うか，また代替献
立を配膳する生徒は誰かということが確認できる．それぞ
れについて配膳数も表示されるため，発注および確認にも
利用できる．図 11は食材の差異を表している画面である．
食材の差異を表示する機能では，通常献立と対応献立につ
いて使用する食材の違いを一覧で確認できる．食材の差異
を確認することで，発注等に利用することができる．本機
能により，食材の発注およびアレルギー食材が含まれてい
る場合の注意喚起に役立つことができる．袋井市立中部学
校給食センターでは，毎月栄養士とアレルギーを持つ子ど
もの親と面談を行う．その際に，献立に含まれているアレ
ルギー情報や含まれている食品および代替献立を示さなく
てはいけない．そのときに，献立の確認画面で表示された
内容を示すことで，面談に利用することができる．

3.6 生徒情報の登録
生徒の登録は，教員の学年代表である養護教諭のみ利用
できる機能である．生徒の所属情報やアレルゲンの情報を
登録することができる．7大アレルギーである”鶏卵，牛
乳，小麦，そば，落花生，エビ，カニ”のアレルゲン有無
と各備考と，27大アレルゲンの有無情報を入力し，管理で
きる．なお登録された情報は，すべてのユーザが確認する
ことができる．登録された情報を元に，アレルギー食材の
特定および対応食を決定する．図 12が生徒情報の登録画
面である．

図 12 生徒情報の登録画面

3.7 加工食品の確認
図 13にて加工食品の確認画面を示す．登録された加工
食品はリストとして表示される．また，一覧で 7大アレル
ゲンの有無+ごまアレルゲンの有無を確認することができ

る．栄養士からの要望で，加工食品やレシピに 7大アレル
ゲンやごまアレルゲンが入っていることが多いので，それ
らの有無をすぐに確認できるようにしたいとのことであっ
た．そこで，加工食品名，分類，製造元，アレルゲンの有
無，登録責任者，登録日付が一覧で表示されている．詳細
を押すと，加工食品を構成する食材の情報を確認できる．
図 15が加工食品の詳細画面である．加工食品を構成する
食材と含有率が表示されている．

3.8 レシピの確認
図 14にてレシピの確認画面を示す．登録されたレシピ
はリストとして表示される．また，加工食品と同様で，一
覧で 7大アレルゲンの有無+ごまアレルゲンの有無を確認
することができる．レシピ名，分類，アレルゲンの有無を
確認できる．詳細を押すと，レシピを構成する食材および
加工食品の情報を確認できる．図 16がレシピの詳細画面
である．レシピを構成する食材および加工食材の名称と分
量が表示されている．また，レシピに調理工程等の特記事
項がある場合，それらの内容が表示される．

4. 実験およびヒアリング
4.1 実験概要
本研究で構築したシステムを，栄養士に動作確認含め利
用していただき，その後ヒアリングを行った．実験は 2回
行い，1回目の実験が終わったあとにヒアリングを行い，
システムの改善を行った．その後，2回目の実験を行った．
利用者は共同研究先である袋井市立中部学校給食センター
の栄養士である．1回目では，献立の登録や，献立の確認，
生徒情報の登録，生徒情報の確認の機能を中心に操作して
いただいて，そのヒアリングを行った．2回目では，シス
テムの改善部および代替献立の食材提案機能を中心に操作
していただき，ヒアリングを行った．

4.2 ヒアリング結果
アレルギー誤食防止の支援および栄養士の負担軽減にな
るシステムとの評価をいただいた．特に，アレルギーの該
当生徒がわかりやすく表示されていることは利便性がある
とのことである．現在は手作業でアレルギー該当生徒を確
認していることから，本システムで自動的に出力されてい
ることからミスを防ぐことができる．また，どの食品が原
因であるかという食材情報が簡単に分かるとのことであっ
た．また，カロリーメイクと連携している献立登録方法に
より献立登録の作業負担が軽減できるとのことである．ア
レルギーの食材を含む場合の注意喚起を行うことができ，
一括で献立や生徒の情報を管理できることから，給食管理
および注意喚起システムとして活用できるとの述べていた
だいた．今後の要望として，エピペンを持っている児童 (ア
レルギー重度)の子への対応や，他の給食センターと連携

c© 2014 Information Processing Society of Japan 6

Vol.2014-ICS-177 No.3
2014/12/15



情報処理学会研究報告
IPSJ SIG Technical Report

図 13 加工食品の確認画面

図 14 レシピの確認画面

図 15 加工食品の詳細画面

図 16 レシピの詳細画面

できる機能，インターフェイスの調整を行う必要がある．

5. おわりに
アレルギーの誤食による事故を防止すること支援し，通
常献立から代替献立まで管理できる献立管理する機能と，
生徒に注意喚起を行う機能を備えたシステムの試作を行っ
た．本研究は，認定 NPO法人アレルギー支援ネットワー
クおよび袋井市立中部学校給食センターとの協働開発によ
り，給食でのアレルギー食材の問題解決に努めている．ア
レルギー対応に力を入れている給食センターで働く栄養士
から現状の課題およびシステムの要件をヒアリングする
ことにより，給食管理に最適なシステムとなるように取り
組んだ．本システムでは献立の情報と生徒の情報を一括で
管理することができる．献立に含まれるレシピおよび加工
食品の食材や生徒の情報を登録し，献立に含まれるアレル
ギー情報と生徒が持っているアレルギー情報をマッチング
することで，アレルギーの注意喚起を行うことができる．
また，アレルギー食材を持つ子どものために除去食や代替
食などの対応食の立案を支援し管理できる．また，栄養士
が対応食を立案することを支援するために，二段階での栄
養価を考慮した代替献立使用食材の提案を行っている．代
替献立で用いることができる食材を，生徒のアレルギー情

報を考慮して提案することで，代替献立立案を支援する．
また，構築したシステムを，袋井市立中部学校給食センター
の栄養士に実際に利用していただき，ヒアリングを行っ
た．結果として，今まで手作業で行っていたことを自動で
出力されることから，作業の負担を軽減でき，アレルギー
事故の抑制を支援できるとの意見をいただいた．生徒や献
立の情報を本システムで管理できることから，漏れやミス
を防ぐことができると考えられる．今後の課題として，ヒ
アリングでの要望を元にシステムの改善を行い，様々な給
食センターで利用できるように調整したい．そして，実際
に様々な給食センターで使用できるように実用化を目指し
たい．
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